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まちづくりの4つの視点に
関する主な事業 【問合せ先】財務課財務係（☎28-9610）

　令和２年度の一般会計予算は、前年度比７億６千万円（１．８％）の増額となりました。
　人口減少や超高齢社会の到来といった課題を見据え、特に福祉・保育・教育分野の
経費を増額しました。

※（　）内の数字は前年度の予算額です。

　市では、「住みよいまち日本一 健康田園文化都市・しばた」を将来都市像に掲げています。
この実現に向けて、「少子化対策」「産業振興」「教育の充実」のまちづくりの視点に、新
たに「健康長寿」を加え、４つの視点を基に取組を進めていきます。

◎ 一般会計　418億9千万円（前年度比1.8％増）

◎ 特別会計　201億119万円

◎ 企業会計　126億4863万円

【新規】健康長寿アクティブ交流センター管理運営事業　２６８４万円

【継続】障害者地域生活支援事業　１億３８７４万円

【拡充】一般介護予防事業　１８３４万円

※うち【拡充】ふれあい福祉センターの開所　１６６０万円

※うち【新規】ときめき週一クラブの立ち上げ・継続支援の強化　２０９万円

【拡充】スポーツ＆カルチャーツーリズム推進事業　１１３７万円

【拡充】パラスポーツ振興応援事業　４００万円

健康長寿のまちづくりを推進するため、その拠点となる同センターを運営します

障がいのある方やその家族からの相談受付体制を強化するため、相談窓口を
集約し、乳児期から成人期まで切れ目のない支援を行います

地域における健康長寿の取組を強化するため、同クラブの立ち上げや運営を
支援する専門職員を増員します

国内トップレベルのスポーツに触れる機会を提供することで、市民のスポーツへの関心を
高めるとともに運動機会の増進につなげます

障がい者がスポーツを通じて活躍できる環境の整備に努めるとともに、障がいの有無や
年齢を問わず、いっしょにスポーツを楽しめる全世代型スポーツの普及に取り組みます

一般会計

歳出
418.9億円
（411.3億円）

一般会計

歳入
418.9億円
（411.3億円）

その他
16.5億円
（16.5億円）

衛生
29.6億円
（31.5億円）

総務
43.4億円
（43.2億円）

農林水産業
商工業
33.6億円
（38.7億円）

土木
48.7億円
（45.1億円） 借金返済

52.3億円
（53.5億円）

教育
57.8億円
（48.0億円）

福祉・保育
137.0億円
（134.8億円）

諸収入
14.7億円
（18.0億円）

地方消費税交付金
20.7億円
（17.6億円）

その他
35.9億円
（39.5億円）

地方交付税
120.4億円
（119.2億円）

市税
114.9億円
（114.9億円）

国・県
支出金
87.8億円
（80.5億円）

市債（借金）
24.5億円
（21.6億円）

　超高齢社会の到来に備え、赤ちゃんか
ら高齢者まで、全ての市民が住み慣れた
地域でいきいきと暮らし続けられる「健
康長寿のまち しばた」の実現に向けて取
り組みます。

健康長寿

新発田市の予算令和2年度
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④

まちづくりの4つの視点に関する主な事業

【拡充】子ども医療費助成事業　３億１０１５万円

【拡充】保育料等助成事業　２６７６万円

【拡充】認定こども園支援事業　14億4643万円

【拡充】子どもデイサービス（一時預かり）事業　３０００万円

【新規】病児・病後児保育事業　１５１３万円

【新規】ＧＦＰグローバル産地づくり推進事業　９５０万円

【拡充】園芸振興支援事業　３７７5万円

【新規】道の駅加治川整備事業　９６６万円

【新規】森林経営管理事業　４１２万円

【拡充】いじめ防止対策事業　２９５万円
いじめの早期発見、速やかな対応を行うためのＣＡＰプログラムや命の授業を実施します

【新規】文化財保存活用地域計画策定事業　８５２万円
市内にある文化財の保存と活用を図るため、保存活用計画を策定します

【拡充】豊浦小学校整備事業　２億７５９８万円
令和３年４月の開校に向けた、校舎増築工事・既存校舎改修工事を実施します

【拡充】市民文化会館教育鑑賞事業　１１３９万円
開館４０周年を記念し、「ＮＨＫのど自慢」、「夏井いつき『句会ライブ』」を実施します

高校生までの通院医療費の一部を助成するほか、入院費を無料化します

第３子以降の保育料・副食費を無料化します

私立認定こども園の運営補助、３～５歳児クラスの保育料を無料化します

私立保育園などにおける子どもデイサービス（一時預かり）に対する補助を行います

病児・病後児の一時預かりを行い、保護者の仕事と子育てとの両立を支援します

農産物の海外輸出に向けた産地づくりを目指し、実施体制の構築や現地でのトップセールスを行います

園芸作物の生産拡大や、複合経営に向けた施設や設備の導入に対する支援を行います

「道の駅加治川」を新発田の農産物・特産品などの販売拠点としてリニューアルします

アドバイザーを雇用し、森林の適正管理を進めるとともに、造林事業に対する支援を行います

【継続】月岡温泉環境整備事業　３００１万円
【継続】月岡温泉支援事業　３１６４万円
月岡温泉をより魅力ある観光地とするため、街並みの整備や活性化に向けた支援を行います

その他の事業（主なもの）

企業版ふるさと納税活用事業

【拡充】防災対策推進事業　１６８０万円

【拡充】まちなか賑わい創出事業　８０８万円

【新規】地域活性化コミュニティバス施設等整備事業　７００万円

【拡充】創業支援事業　１０８４万円

【拡充】中心市街地再開発等調査事業　２５０万円

大規模災害などに強い地域を作るため、計画を策定します

大規模災害に備えた食料、生活必需品などを備蓄します

イベント会場や学生の集いの場として利用できるよう、たまり駅をリニューアルします

市街地循環バスの待合環境などを整備します

創業者の事業運営経費への助成、移動販売事業者に対する支援を行います

空きスペースの有効活用などの社会実験や市街地再開発の調査などを支援します

※うち【新規】新発田市国土強靭化地域計画の作成　５８万円

※うち【新規】たまり駅リニューアル事業　３００万円

※うち【新規】災害時に備えた食料・資機材などの備蓄　８４４万円

【拡充】学校給食管理運営事業　４億７２万円

アレルギー食材を完全除去した給食の提供などを行うため、調理員を増員します
※うち【新規】アレルギー対応体制の充実　１５４７万円

　当市では他に先駆け、妊娠期から就学期まで一貫した支援を行い、待機児童
の解消や子育て世帯の転入増加などの成果を得ています。今後も、子育て世代
の経済的負担の軽減を図るとともに、仕事と子育てを両立できる環境づくりを
目指します。

　未来を担う子どもたちを大切に守り育てることは、まちづくりにおいて最
も重要となります。子どもたちが夢や希望を実現できるよう安心して学び、生
きる力を身に付けることができる環境を整備します。

　産業の振興は、まちの魅力やにぎわいを創出するうえで重要な役割を担い
ます。中でも、産業の活性化に即効性のある観光分野を「まちづくりのエンジ
ン」と位置付け、誘客促進に取り組みます。また、「稼げる農業」を目指し、農
業分野の支援を強化し、地域経済の活性化を図ります。

少子化対策教育の充実

産業振興
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